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現
在
あ
る
茜
臼
の
駅
舎
は
、
部
肺

移
の
ま
ま
で
す
が
、
新
し
く
態
設

す
る
こ
線
機
が
大
磯
側
ヘ
ム
ハ
れ
寄

る
の
で
、
改
札
口
部
分
が
六

M広

が
る
た
め
、
朝
夕
の
混
雑
解
消
や

待
ち
合
い
場
所
等
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

北
口
の
出
口
は
、
大
磯
側
へ
六

を
建
設
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
湾

M
U」
線
橋
が
寄
る
こ
と
か
ら
、
現

度
回
鉄
へ
要
望
や
際
樽
審
議
ね
て
在
あ
る
立
体
駐
輪
場
の
入
口
を
茜

よ
う
や
く
、
日
開
鉄
の
了
解
が
得
ら
へ
移
動
さ
せ
、
階
段
の
東
側
に
樹

そ
の
後
、
捨
袋
や
裕
修
工
事
を
れ
、
着
工
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
木
や
ベ
ン
チ
を
賢
い
た
ミ
ニ
公
凶

行

っ

て

き

ま

し

た

が

、

老

朽

化

が

し

た

五

を

造

成

し

ま

す

。

ま

た

、

南

口

百
立
ち
始
め
た
こ
と
と
、
屋
根
が
駅
西
口
北
側
道
路
は
、
す
で
に
は
、
一
部
駐
輪
場
を
撒
会
し
、
通

な
い
た
め
、
風
や
雨
の
と
き
、
国
カ
ラ
1
鵠
装
立
見
戒
し
整
備
さ
れ
路
か
ら
真
っ
す
ぐ
歩
道
に
降
り
ら

鉄
を
利
用
す
る
人
や
通
り
抜
け
ず
て
い
る
の
で
、
新
し
い
こ
線
橋
が
れ
る
よ
う
に
し
た
た
め
、
い
き
な

る
人
々
に
、
大
変
不
使
を
か
け
て
で
き
あ
が
る
と
、
平
塚
の
西
口
玄
り
車
道
へ
出
ら
れ
な
い
よ
う
、
横

お
り
ま
し
た
。
関
と
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
断
防
止
柵
を
設
け
て
、
利
用
者
の

そ
こ
で
、
屋
板
行
き
の
こ
線
橋
引
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
安
全
性
も
考
慮
し
て
い
ま
す
。

中
心
痛
底
街
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
i
ド
が
新
し
く
か
買
い
物
公
開
か
と

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
来
年
は
、
東
海
選
本
通
り
を
モ
ー
ル
化
し
よ
う
と
、
市
と
地
元
商
局
街

が
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
か
ね
て
よ
り
懸
案
で
あ
っ
た
商
口
こ
線
橋
の
建
設

も
、
よ
う
や
く
箇
鉄
と
ま
と
ま
り
、
七
夕
ま
つ
り
に
は
崩
開
通
で
き
る
よ
う
工
事
を
進
め
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
線
橋
の
成
要
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
あ
る
こ
緑
橋
は
、
昭
和
三

十
二
年
平
塚
駅
混
雑
緩
和
対
策
委

員
会
が
中
心
に
な
り
、
関
鉄
へ
数

多
く
の
棟
情
を
重
ね
て
昭
和
一
一
一

十
三
年
ー
の
宋
に
着
工
し
、
昭
和
三

十
四
年
四
月
一
夜
間
開
通
し
た
も
の

で
す
。
総
工
事
費
は
、
当
時
の
お

金
で
四
千
五
百
万
円
か
か
っ
て
い

ま
す
。

人口 22雪，320人

t控帯 73，299設事事
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新
し
い
こ
線
橋
は
、
延
長
八
十
自
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に

七
M
で
北
側
階
段
部
分
が
十
四
は
、
愛
百
ブ
ロ
ッ
ク
(
黄
色
い
樹

M

州
、
南
側
階
段
部
分
が
十
六
日
州
、
指
タ
イ
ル
の
上
に
丸
い
出
っ
ぱ
り

通
路
部
分
が
五
十
七
日
川
、
遠
路
の
が
あ
る
も
の
)
や
誘
導
ブ
ロ
y
ク

犠
員
が
四
れ
に
な
り
、
ス
マ
ー
ト
(
黄
色
い
樹
脂
タ
イ
ル
の
上
に
機
外
観
は
、
電
車
の
一
倍
且
日
機
の
色

な
こ
線
橋
と
な
り
ま
す
。
線
の
出
っ
ぱ
り
が
あ
る
も
の
)
を
と
区
別
す
る
た
め
、
緑
を
基
調

通
路
部
分
と
階
段
部
分
は
、
嬢
設
澄
し
、
改
札
口
や
登
先
機
へ
の
に
、
ク
リ
ー
ム
色
を
取
り
入
れ
た

根
が
付
き
ま
す
の
で
、
風
雨
等
の
誘
導
と
、
努
民
の
昇
幻
臨
時
り
を
わ
電
車
亭
品
理
想
さ
せ
る
よ
う
な
こ
一
線

心
配
は
一
一
切
な
く
な
り
ま
す
。
ま
か
り
や
す
く
襟
…
が
し
ま
す
。
さ
ら
橋
と
な
り
ま
す
。

た
、
遠
路
部
分
の
境
面
は
、
明
る
に
、
安
全
性
を
考
え
、
通
路
の
両
工
事
は
、
来
年
十
月
が
完
成
予

さ
を
考
え
一
て
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
側
と
階
段
の
中
央
に
手
す
り
を
設
定
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
七
夕
ま

慾
を
、
窓
の
上
に
は
、
通
気
性
を
り
付
け
る
の
で
、
お
年
寄
り
ゃ
子
つ
り
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
工
事

考
え
て
ガ
ラ
リ
を
取
り
付
け
ま
供
た
ち
の
昇
り
降
り
に
も
、
役
立
を
進
め
ま
す
。
白
い
こ
線
橋
は
闘

す

。

つ

こ

と

で

し

ょ

う

。

週

後

撤

去

し

ま

す

。

V

-

1

i

，

l

・
1許

p

i

B

1

・

工

事

の

翠

蓄

は

、

一

億

九

子

一
欝
翠
d
z
L
4ノ
ニ

臨

時

露

高

?

民

国

鉄

が

九

千

五

i
i
s

百
万
円
、
市
が
九
千
五
百
万
円
と

こ
線
橋
の
入
口
は
、
今
ま
で
、
た
、
け
あ
が
り
部
分
も
あ
わ
せ
て
半
分
ず
つ
負
担
し
ま
す
。

南
口
も
北
口
も
、
カ
ギ
裂
の
階
段
低
く
し
た
の
で
、
お
年
寄
り
に
も
き
れ
い
な
こ
線
績
が
で
き
あ
が

で
、
急
こ
う
配
だ
っ
た
た
め
、
楽
に
昇
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
潜
る
と
、
東
海
官
隷
の
南
側
室
と

非
常
に
昇
り
に
く
か
っ
た
の
で
す
段
部
分
の
踏
み
づ
ら
は
、
明
る
い
北
側
市
民
の
ふ
れ
あ
い
橋
と
も
な

が
、
こ
う
記
を
ゆ
る
や
か
に
し
、
清
潔
感
を
出
す
た
め
、
駅
ピ
ル
と
り
、
新
し
い
平
塚
の
顔
と
し
て

階
段
の
踏
み
し
ろ
を
広
く
し
た
の
同
じ
よ
う
に
、
ミ
カ
ゲ
石
を
は
り
市
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
さ
れ
る

で
、
昇
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
階
段
も
議
裂
に
な
る
の
で
、
モ
ダ
こ
と
で
し
ょ
う
。



年
の
瀬
の
あ
わ
た
だ
し
さ
と
、
一
は
、
期
間
中
の
二
十
九
日
か
ら
一
ニ
一
な
お
、
二
十
九
日
に
は
治
防
長

季
節
が
ら
火
気
を
使
帰
す
る
警
官
一
十
一
日
ま
で
の
夜
間
、
分
間
凶
作
品
開
一
と
消
防
閣
議
が
、
コ
一
十
臼
に
は
市

が
多
く
、
ま
た
空
気
が
乾
燥
し
て
一
に
詰
閉
め
て
巡
密
警
備
な
ど
の
初
動
一
長
が
各
地
区
を
滋
模
す
る
こ
と
に

い
る
こ
と
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
一
態
勢
の
方
全
を
函
っ
て
い
く
。
一
な
っ
て
い
る
。

不
注
意
か
ら
一
発
生
す
る
火
災
が
予
一

懇

さ

れ

る

。

そ

し

て

、

万

一

山

出

火

一

各

自

に

措

仲

間

畠

初

め

式

し
た
愛
国
に
は
、
延
焼
拡
大
す
る
一

危
険
が
非
常
に
大
き
い
。
一
新
春
一
恒
例
の
消
惜
別
出
初
め
式
一
別
出
演
す
る
と
と
に
な
っ
て
い

こ
の
た
め
、
消
防
本
部
で
は
十
一
は
、
一
月
六
日
(
月
)
に
行
わ
れ
一
る
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
を
。

二
月
二
十
五
臼
か
ら
三
十
一
日
ま
一
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
な
お
、
今
回
都
合
に
よ
り
、
会

で
の
年
末
、
「
歳
未
火
災
特
別
警
一
当
日
は
、
消
防
本
部
、
消
防
一
場
が
オ
l
ミ
ケ
ン
シ
跡
地
(
代
官

戒
」
を
実
施
す
る
。
一
響
、
消
防
閉
山
、
自
衛
消
防
隊
が
参
一
町
)
と
な
っ
た
。

期
同
判
中
、
消
防
零
で
は
、
水
利
一
加
、
消
防
演
技
を
行
う
。
ま
た
、
一
円
v
期
日

1
月
8
臼
(
月
)

の
痔
一
点
検
を
は
じ
め
驚
欄
態
勢
の
一
平
塚
玄
山
消
紡
保
存
全
自
主
妨
了
午
前
9
時
出
初
め
式

強
化
を
図
る
。
ま
た
、
消
防
団
で
一
災
会
、
平
塚
吹
奏
楽
愛
好
会
が
特
一
・
午
前
日
時
演
技

天ぷら油火災が急増し、すでに建物火災の

3劉を突破している。天ぷら池火災は、 ω瞬の

うちに財産を失い、また火傷を伴う。

天ぷら油を加熱中に、電話等でその場を離

れるときは、必ずガスのコックを切ってから

応対する習慣をつけよう。

万一、天ぷら鍋に火が入ったときは、若喜ち

着いて、ぬらしたタオルやシーツなどをしぼ

って鍋をおおうか、粉末消火器で消火する。

大きめのふたでおおうことも有効だ。

なお、本をかけると危険なので、絶対かけ

ないように。 空軍事草・天ぷらなべに火が入っ

たら、ぬれた布でおおうと鰯単に消える

建物火災の3

1
月
M
日
午
前
零
時
か
ら
、
平

塚
警
察
署
の
電
話
毎
号
が
変
わ

る
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
0

・
新
し
い
番
号
幻

i
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n
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内
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入
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2
月
7
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火
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持
政
苦
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F
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時
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一
韓
法
揖
相
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四
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制
自
(
先
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1
月
9
日
(
木
)

1
月
H
臼
(
火
)

予
約
制
{
電
謡
で
も
可
)
、
日
時
S
M時

。
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記
、
世
託
、
潤
援
椙
談

1
月
日
日
(
金
)
、
日
時
1
日
時

。
住
宅
輔
鶴
見
月
日
臼
(
火
)
、
日
時
1
日
時

。
一
線
市
由
民
欄
談
揮
白
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
日

曜
・
担
日
は
酷
く
)

〈
〉
油
資
金
活
相
談
日
月
四
日
(
金
)
、

1
月
四
日
(
金
)
、

叩
時
1
日
時

。一
P
聴
取
引
輔
副
眼
目
月
四
日
(
木
)
、
日
時
却
分
S
M時

。
定
例
年
金
福
毅

1
月
9
日
(
木
)
、
刊
時
3
日
時

。
発
明
嘩
議
特
酔
調
閣
制
酎

1
月
6
日
(
月
)
四
時
3
日
時

ご利用を
膏
少
年
穏
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
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階
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抑
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目
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時
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日
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で
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E
穣
餓
嬉
母
日
月
曜
日
(
第
五
を
酷
く
て
日
時
5
日
時

。
母
手
一
帯
輔
副
揮
遇
月
《
金
曜
岳
、

9
時
1
日
時
回
分

。
家
鹿
児
童
相
談
揮
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
S
M時

。
高
齢
者
磯
韓
相
談
瞳
週
月

s金
曜
日
、

9
時
間
分
1
M
時

土
曜
日
は
四
時
ま
で

。
老
人
相
鍛
毎
週
火
・
木
曜
日
(
た
だ
し
、
祝
日
の
場
合
は

休
み
て
午
前
日
時
1
日
時



和

裁

弱

小

林

さ

だ

・

岩

田

田

町

山

本

祐

一

一

、

宮

一

路

で

な

け

れ

ば

で

き

な

い
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金

次

・

洋

服

仕

立

師

一

山
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三

夫

・

と

び

職

一

業

者

に

よ

く

確
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て

い

た

だ

き

益

田

和
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・

自

転

車
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立

整

備

一

議

、

木

村

安

雄

、

重

田

英

一

た

い

。

土

栢

之

潤

政

男

、

飯

山

陸

・

一

・

配

管

ヱ

疋

沼

督

、

山

本

一

ま

た

、

す

で

に

公

共

下

水

道

が

一

電

子

修

浬

技

術

土

管

俣

幸

一

一

一

郎

一

府

川

功

、

平

野

勝

一

一

…

・

畳

一

処

理

開

始

さ

れ

、

こ

れ

ら

の

工

事

-
鮮
魚
調
四
暗
部
清
田
繁
次
一
小
野
町
和
宏
、
原
功
・
塗
装
一
昭
和
六
十
年
度
事
業
で
公
共
下
一
ぃ
。
一
が
終
わ
っ
て
い
る
家
震
で
も
、
今

郎
、
鈴
重
太
郎
・
御
太
鼓
街
一
ヱ
山
口
一
夫
・
霊
邸
山
一
水
道
の
震
を
行
っ
た
区
域
が
、
一
主
警
護
ヱ
震
で
一
後
ぷ
排
水
設
撃
を
増
設
、
改
設

岡
田
忠
造
・
貴
章
加
工
一
本
勝
久
・
理
容
締
黒
津
信
一
十
一
一
月
長
か
ら
処
理
開
始
と
な
一
公
共
下
水
害
処
理
開
始
さ
れ
一
す
る
場
合
は
、
警
工
悪
感
へ
依

{
優
秀
怨
霊
〈
敬
語
ニ
ク
リ
l
ニ
ン
長
小
林
章
、
一
環
開
始
室
内
の
戸
語
、
二
万
五
化
工
事
は
、
平
塚
市
公
共
下
水
一
マ
襲
あ
っ
せ
ん

昭
和
六
十
年
度
事
塚
市
技
能
て
一
一
豆
腐
製
議
馬
車
・
て
広
告
護
士
申
泰
次
・
造
一
水
島
建
・
調
書
妻
、
一
一
一
一
言
と
な
っ
ぺ
五
指
定
工
事
庄
で
な
け
れ
ば
で
き
一
一
襲
撃
、
貸
家
安
パ
l

者

表

彰

が

、

十

一

月

十

九

日

に

平

一

大

工

職

議

案

、

井

ノ

量

一

富

思

表

・

板

金

工

一

霊

会

的

技

語

柳

瀬

茂

一

マ

量

一

塁

区

域

一

な

い

。

一

ト

の

装

化

工

事

資

金

に

お

回

り

塚
市
勤
労
会
館
支
一
行
わ
れ
た
一
太
郎
、
百
々
隆
、
t
議

室

歯

石

海

正

男

・

詳

修

理

扇

大

瓦

a

洋
裁
師
宗
像
末
男
・
一
ー
中
皇
、
諏
訪
町
、
達
上
ケ
丘
、
一
言
寄
付
け
て
い
た
だ
き
た
一
室
長
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

ζ
れ
は
、
震
の
中
か
ら
間
二
義
内
田
進
次
郎
・
皇
彫
木
照
夫
・
建
具
職
岩
田
要
一
洋
級
仕
立
総
一
金
子
湖
南
八
回
一
塁
一
丁
沼
、
御
殿
二
丁
目
、
中
一
い
の
は
、
裏
霊
な
ど
を
二
が
あ
る
。
ご
利
害
。

霊
長
く
従
事
し
、
蓄
の
錬
一
刻
士
大
塚
武
彦
会
合
師
一
ゐ
聖
杉
山
語
、
石
田
一
厚
生
・
自
転
車
組
立
整
備
士
一
空
丁
目
、
中
堅
互
裏
一
襲
撃
者
に
請
け
負
わ
せ
る
と
す
潤
い
若
葉

潜
お
よ
び
後
進
の
育
控
室
、
一
安
倍
金
生
・
美
容
師
宗
像
佐
一
審
次
・
製
菓
衛
生
扇
早
川
亙
鈴
木
利
雄
、
石
井
縛
・
重
工
一
一
丁
民
票
二
了
目
、
南
原
三
き
て
こ
の
望
号
車
水
設
備
一
市
下
水
道
部
業
務
諜
庶
務
係

そ
の
撃
の
向
上
発
展
に
功
績
が
一
智
子
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
都
高
一
雄
、
上
野
宏
・
豆
腐
製
造
職
一
事
土
田
中
喜
一
、
富
員
一
丁
目
室
長
一
工
事
や
水
洗
化
工
事
量
定
工
事
(
内
線
盟
主

あ

っ

た

妻

表

彰

す

る

も

の

て

京

葉

・

調

理

郎

日

喜

一

森

喜

・

大

工

職

小

宮

良

一

窪

田

制

杉

田

有

・

電

子

修

理

亨

華

襲

等

一

l
i
l
i
-
-
!
l
i
l
i
-
-
i
1
1

今
年
で
七
回
弓
富
は
、
六
十
一
一
、
伊
藤
費
根
本
勝
治
・
一
途
柳
川
護
伊
藤
茂
、
秋
元
一
技
術
土
永
井
明
、
横
山
欽
一
下
水
道
が
処
理
煽
警
れ
る
と
一

歳

以

宣

言

語

一

撃

一

l

i

l

i

-

-

i

l

i

l

l

-

-

一

下

水

害

申

告

に

よ

り

こ

の

民

一

入

し

/

鶴

子

撃

を

に

従

事

し

獲

覇

、

指

導

的

立

場

一

一

域

に

雲

獲

物

の

所

有

者

は

、

事

一

f
j
l
i
j
j
i
4高

持
吉
川
以
下
配
一
入
居
者
金
欝
鱗
す
る
一
臨
時
十
日
誌
は
と
と
軒

b
u日
付
控
訴
司
凶
器
分
専

務

に

従

事

し

て

い

る

優

秀

技

警

一

一

た

め

の

設

備

を

1
年
以
内
に
設
置
一
録
手
続
き
の
日
穫
が
決
ま
っ
た
一
通
布
金
額

1
部
一
一
一
再

枠
内
が
ど
は
託
収
受
警
一
範
ヶ
携
に
建
設
中
の
蔀
欝
鐙
宅
一
訪
れ
れ
れ
m
q
u許
可

玲

詰

討

目

立

詩

灯

作

品

、

別

に

〔

議

功

労

者

}

〈

霊

略

〉

一

一

水

洗

式

に

改

造

し

な

く

て

は

な

ら

一

て

い

た

だ

き

た

い

。

な

お

、

六

十

一

望

す

る

。

-
広
薬
害
大
森
文
男
・
一
市
で
は
、
海
岸
虹
ケ
浜
に
霊
一

3
月
昔
話
か
ら
市
内
に
住
民
一
・
期
間
背
羽
田

(
8
1
u
一
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
年
度
登
雲
み
の
業
者
は
、
手
統
一
〔
工
事
一
撃
}

板
金
工
神
守
二
郎
・
寄
修
一
中
の
喜
住
宅
(
中
里
宅
・
第
一
登
録
の
う
え
、
引
き
続
ぎ
重
し
一
月
吉
宗
)
一
語
、
雨
水
の
排
水
哉
君
、
一
き
り
必
要
が
な
い
。
一
マ
用
紙
の
碧

議
越
水
草
・
染
物
機
一
2
積
)
史
書
を
募
集
す
る
。
一
て
い
る
こ
と
実
婦
(
婚
約
者
・
票
率

T階
建
築
建
一
雨
水
害
然
に
返
す

Eが
で

き

一

[

襲

撃

一

語

、

震

と

も

露

関

係

と

川
上
語
・
印
刷
工
主
初
一
マ
募
集
す
る
量
虹
ケ
浜
住
宅
一
を
含
む
)
ま
た
は
親
子
を
主
体
と
一
室
相
談
実
雲
市
民
窓
口
一
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
宮
'
が
あ
る
す
対
象
市
品
品
、
印
刷
ピ
一
号
。

簸
-
製
薬
重
荷
即
事
護
マ
申
し
込
み
資
格
①
昭
和

ω年
一
し
た
重
で
あ
る
こ
と
富
に
一
セ
ン
タ
ー
一
「
平
塚
市
型
雨
水
事
浸
透
エ
一
ル
清
掃
な
ど
の
入
札
参
宮
希
望
マ
頒
差
額

1
露
首
円

i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-

一

集

長

っ

て

い

る

こ

と

が

習

志

申

し

込

み

喜

で

施

工

を

お

願

い

し

て

い

る

一

す

る

警

(

市

最

高

密

喜

志

望

事

護

総

務

課

一
い
る
の
に
、
あ
る
施
設
で
臼
中
か
一
か
な
こ
と
@
市
内
皇
室
有
で
覇
賢
官
(
月
)
キ
一
の
で
、
ご
協
力
を
。
ま
た
、
し
尿
一
む
)
一
な
お
、
受
け
付
け
語
、
別
に

ザ

量

一

ら

の

ん

び

り

遊

ん

で

い

る

方

、

た

一

す

る

重

量

人

が

2
人

一

月

百

基

言

語

出

量

生

害

時

五

一

マ

用

紙

の

頒

布

吾

北

ず

る

。

円
融
」
詔
一
ま
に
は
良
い
で
し
ょ
う
が
、
毎
日
一
マ
収
入
基
準
「
募
集
の
し
お
一
・
場
所
裏
書
景
!
ル
一
道
処
理
区
域
に
な
る
と
一
不
必
要
と
一
点
間

2
月
1
8
(土
)
1
2
一

4

4

m

一
の
よ
う
に
と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
一
立
を
見
で
い
た
だ
き
た
い
。
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
市
建
築
譲
住
一
な
る
。
公
共
下
水
道
へ
喜
放
流
一
月
習
喜
一
国
民
年
金
の
優

襲

離

警

互

い

ピ

ッ

ク

リ

し

ま

し

た

。

一

マ

募

集

の

し

お

り

親

善

一

議

(

内

線

四

六

回

)

一

す

る

よ

う

改

造

し

て

い

た

だ

き

た

一

平

日

一

良

一

団

体

を

表

彰

議

?

説

M
泡
4ι

一

人

間

だ

れ

で

も

そ

う

で

す

が

占

F
T
'
f
T
1
t
4
h
h
t争
率
A

一

自

由

一

年

を

と

っ

た

主

け

い

健

康

に

気

品

襲

襲

襲

覇

量

一

翼

年

金

審

及

推

進

月

間

に

あ

れ一一一
P
H
U
m
-一
話
十
一
誌
は
れ
軒
諮
問
子
問
料
品
目
百
一
訪
日
間
討
議
円
台
畿
輯
盤
髄
一
行
十
日
誌
訪
れ
日

品
の
事
者
問
題
」
苦

71Z、
一
宍
お
年
寄
り
の
生
き
方
に
つ
い
一
生
き
過
ご
し
て
い
る
お
年
寄
り
。
一
が
い
を
克
つ
け
、
長
生
き
し
た
い

i
i
i
i自
喜

一

定

重

富

市

政

議

長

官

が

関

か

れ

た

一

て

一

話

し

合

い

が

さ

れ

た

一

蓄

の

仕

方

は

、

人

そ

れ

ぞ

れ

一

も

の

で

す

。

霊

は

か

気

力

の

あ

生

き

が

い

一

マ

社

会

震

度

長

官

表

彰

一

今

西

議

員

た

章

、

一

一

十

一

、

一

で

事

会

華

料

撃

に

哲

一

交

差

の

提

供

i

w

1

2

5

(

代
表

一

代

か

ら

八

十

代

ま

で

と

鐘

広

く

一

知

恵

袋

を

大

し

一

ん

だ

り

、

生

き

が

い

事

業

部

で

横

一

と

話

し

て

い

ま

し

た

。

重

土

曜

只

テ

レ

ピ

神

奈

川

一

片

倉

葉

)

、

大

畑

納

税

貯

蓄

総

一

看

護

婦

さ

ん

や

保

母

さ

ん

、

家

庭

一

に

生

か

し

て

一

木

の

手

入

れ

や

公

閣

の

清

掃

、

ベ

一

ム

議

、

ま

す

ま

す

量

化

が

進

で

一

翼

し

て

い

る

コ

」

ん

に

ち

は

一

合

(

代

表

重

量

)

一

の

主

婦

な

ど

男

女

含

め

て

十

八

一

金

子

撃

さ

ん

(

黒

部

丘

二

ン

キ

渡

り

な

ど

、

ご

苦

労

も

あ

る

一

む

と

言

わ

れ

る

今

日

で

す

。

お

年

神

奈

川

」

で

、

平

塚

市

が

制

作

し

一

マ

毒

事

表

彰

て
平
塚
養
護
老
人
ホ
l
ム

、

平

一

一

で

し

ょ

う

が

楽

し

ん

で

や

っ

て

い

一

害

時

、

生

き

た

知

恵

袋

の

持

ち

た

「

わ

れ

ら

熟

年

、

只

今

i
N

一
週
民
主
委
員
秋
山
勇
(
虹

一
塚
市
福
懇
意
見
学
し
て
お
年
一
今
回
は
、
平
塚
市
の
高
齢
者
一
た
り
し
て
い
る
姿
は
、
一
段
と
美
一
主
で
す
か
ら
、
そ
の
知
恵
袋
を
大

G
」
亭
放
映
す
る
a

一
ケ
岳
、
後
藤
七
郎
(
海
岸
事

寄

り

の
B
婁

習

を

さ

ぐ

り

、

生

一

遣

に

つ

い

互

の

テ

ー

マ

で

し

一

し

く

、

多

く

史

に

事

去

、

自

一

い

に

議

し

て

地

域

社

会

の

若

い

内

容

は

、

高

齢

化

社

会

が

進

む

一

念

、

上

原

文

夫

議

会

、

筋

一

き

が

い

霊

感

の

活

動

状

況

を

見

一

号

色

々

な

施

設

を

華

し

て

一

分

も

喜

び

共

に

霊

る

姿

は

、

と

一

人

た

ち

を

育

て

、

も

っ

と

も

っ

と

な

か

で

、

お

年

寄

思

量

し

て

一

久

雄

(

事

第

こ

、

小

林

ナ

ツ

醐

て

ま

わ

っ

た

。

一

知

ら

な

か

っ

た

沢

山

の

警

官

勉

強

一

て

も

す

ば

ら

し

い

で

す

ね

。

一

魅

力

あ

る

平

塚

円

い

る

平

塚

市

生

き

が

い

事

業

団

を

子

(

山

入

)

最

終

留

の

獲

談

会

で

は

、

線

設

一

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

一

一

方

で

は

、

健

康

に

恵

ま

れ

て

一

腐

っ

て

い

ま

す

。

紹

介

す

る

も

の

。

ぜ

ひ

、

ご

覧

い

生
霊

記
離
し

処
理
開
始
区
域
が
広
が
る

成人された方はご出席ください

1月158
9時45分開場

08時

。会場市民センター

。対謹農者 昭和40年 4月 2日から

昭和41年 4月 1臼までに生

まれた方

恕当市民都青少年繰育成係

1侮鳥観 i
.... 閣圃-串田町" 住民異動届は、選華、就学、国民年金、闇民瞳揖樺

韓、予前接輔、印鑑証明などのもとになる盟聾なもの

です。住所が変わったとき陪必ず14日以内に届け出を

してください。

麗け出には、その方の氏名、住所、異動した年月

日、従前の住所等がわかるようにし、本人または世帯

主主専が届け出ることになっています。

うその届け出をしたり、正当の理曲がなく届け出を

おこだった場合は過料が科せられる場合がありますa

機担当 市民韓市民異動保(電話23-1111内融234)

651 
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散らかったごみをきれいに鴻揚

あ
る
品
物
が
、
い
ら
な
く
な
っ
た
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
し
、
残
炭
は

り
、
使
え
な
く
な
っ
た
り
す
る
と
、
遠
藤
原
の
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て

そ
れ
は
、
ご
み
と
な
り
、
私
た
ち
の
ま
す
。
後
者
は
粗
大
ご
み
破
砕
処
理

手
を
離
れ
て
い
き
ま
す
。
場
で
破
砕
を
し
、
燃
え
る
も
の
(
重

平
塚
市
は
、
今
、
ご
み
の
資
源
再
議
比
で
約
七
割
)
、
燃
え
な
い
も
の

生
化
、
減
量
化
の
た
め
の
新
平
塚
方
(
伺
一
一
割
)
、
金
属
(
間
一
劉
)
の

式
を
五
つ
の
モ
デ
ル
地
区
で
実
施
し
三
種
に
分
け
ら
れ
、
燃
え
る
も
の
は

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ピ
ン
、
カ
ン
大
神
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
、
燃
え

や
故
紙
な
ど
を
資
源
作
U
、
向
侍
に
な
い
も
の
は
愚
終
処
分
場
へ
行
き
、

ご
み
の
量
を
減
ら
そ
う
と
い
う
も
の
金
属
は
資
源
化
さ
れ
ま
す
。

で
す
。
こ
の
方
式
を
全
市
で
実
施
す
焼
却
は
、
衛
生
的
処
理
と
共
に
重

る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
十
二
月
量
、
体
積
の
減
少
、
破
砕
は
、
先
の

一
一
日
か
ら
燃
え
る
ご
み
の
収
集
を
集
三
種
の
分
類
と
破
砕
に
よ
る
体
積
の

中
配
車
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
減
少
を
闘
っ
て
い
ま
す
。
焼
却
も
破

現
在
市
で
は
、
燃
え
る
ご
み
は
遜
砕
も
、
共
に
最
終
机
心
7

分
場
へ
の
埋
め

二
回
、
燃
え
な
い
ご
み
は
月
二
回
収
立
て
量
を
減
ら
す
こ
と
を
大
き
な
臼

集
し
て
い
ま
す
。
前
者
は
大
神
環
境
的
に
し
て
い
ま
す
。

‘をきっカも

燃えるごみは大神議織衛生セン9ーで銭感されます

東
海
議
離
脱
の
幾
度

駿
一
円
湾
を
震
源
地
と
す
る

東
海
地
震
の
発
生
が
予
想
さ

れ
て
い
る
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万
一
、
こ
の
地
漢
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発
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す
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と
、
大
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模
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地
震
災
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に
み
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わ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
。
こ
れ
に
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り
地
幾
防
災

対
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強
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鐙
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れ

た
平
翠
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は
震
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烈
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震
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。
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る
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友好都市訪向子持箆ツアー

2月22臼(土)7時30分平壕発高山着(民

イ谷村見学) ー宿舎者

2 fl23日(臼〉市内見学(態台会館、 2量り

酒屋、高山障屋、朝市、古い町民)昼食は

自己負担

2月248 (月)市内見学一平理着目時

事事鋒人員 40名(先着Jli'D

事加重警 27，000円

問い合わせ地場づくり課市民生活部内線263

申し込み伊豆籍椴トラベルKK (車問ピル H皆)

電話21~6058

鎚程

期段 1 汚 31 自在お~2 月 3 日係)3 ;由4臼{車中 1治)

・出発 1!'l31沼働午後10時市立見聞す台体育館前

・9曙建費 2湾 3箆明)午後9時市立見初会体育館高官

舎場万!¥l1iスキー場

宿舎万!¥l1i高l泉ロッジ

金銭 29，000丹

人胸部名

申し込み 所定の申込書嘗に、必要事項を記入し、

会費を添えて申し込む

・見F位古体育館内体育課 (見附町16-1)

・電話31-3060 ・受付持者拍12月16臼何)
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霊堂饗後尋問畿ぬ議議主主重量わ私事い鱗が轟轟

蜜語

;文{式決〉

安部ffl 

市内一周駅伝

実業関駅伝

傘コース
・第 1!Z 市役所一一一消防署神路出張所 6.7km 

a第 2区消防箸神田出張所 豊田新幹線手前 4.41冊

・第 3区 豊田新幹綿手前一一一金目・真間入口 5.31由

奪第 4区 金自・真田入口 一吉沢小学校 6.2同

・第 5区 吉沢小学校一一一山城中学校 5合71由

全長 5区間 28.3km 

T官役員繍キ誇君事草寺30分

1月12日(日)
2m3日{日)

@スタート

第2、第4月曜B
ISE担iこ利F需できます。(線料繍放}
開放描包 卓球、バドミントン、バスケット、

軟式臆球(13.........16時)、バレー(16---20時}

業挺各輔霞とも、ラケット、シャトj仏ポーJレは

必ず各畠持事を。〈体育舘には用意してありませ

ん!)

買肺 12J寺23臼 {河)午後 1 跨~8 時
1月1313 (丹) 1I 

l河27偲(月) 11 

運動のできる粗装で参加し、上ばき用の運動

ぐつを用意してください。(館内はーと足厳禁で

す。)館技場内で由歓会は禁止です。

祖車体商醜積雪費量31-3060

ごみ主事務縫若手事幸運ま華紛争苦奇襲?な



(
大
島
)
、
石
田
初
江
(
m
田

村

)

、

マ

受

け

付

け

一

ニ

校

花

子

(

河

内

)

、

斉

藤

む

め

・

期

間

1

月

羽

田

(

木

)

3

1

子

(

夕

陽

ケ

丘

)

、

上

原

義

江

一

月

刊

日

臼

(

土

)

(
向
精
)
、
禁
鳥
怠
ウ
T

(
土

産

)

、

一

福

祉

事

務

所

で

は

、

紹

和

六

十

昼

間

話

一

・

時

間

午

前
9
時
1
午
後
4
時

原
タ
カ
(
土
産
)
、
菅
谷
和
子
一
一
年
間
同
月
か
ら
保
育
騒
に
入
績
を
一
(
土
曜
臼
は
午
前
中
)

議
稿
用
紙
芝
塁
、
ど
ん
ぐ
り
会
(
真
田
)
、
瀬
士
撫
子
原
)
、
伊
沢
ア
キ
(
横
一
希
望
さ
れ
る
方
の
受
け
付
け
安
打
一
マ
申
込
用
紙
最
布
一
・
場
所
市
役
所
付
属
C
会

費

f
ζ
市

中

応

募

資

格

市

内

在

住

、

夜

一

尾

崇

子

(

城

一

色

、

斉

藤

ヤ

ス

豆

、

鈴

野

ト

シ

尖

神

)

、

山

田

一

ぅ

。

た

だ

し

、

案

書

簡

、

明

一

・

富

ロ

月

四

日

芸

品

一

語

、

申

込

用

紙

記

布

お

よ

:
i
J
1
5

勲

章

者

一

(

横

内

)

、

関

野

ホ

ノ

(

土

屋

、

石

ゆ

き

(

去

最

一

石

霊

童

話

、

二

歳

未

満

の

一

月

君

主

び

入

濁

受

け

詩

の

費

量

ピ

し

ゾ

下

組

サ

締

め

切

り

背

習

(

火

)

一

安

池

一

ア

イ

(

土

産

)

、

襲

撃

一

一

乳

児

の

入

麗

は

で

き

な

い

。

一

・

時

間

午

前

9
?午後
4
Eの
状
盗
害
事
の
で
直
接
謀
議

《

立

醐

ベ

ム

:

由

マ

注

意

事

寝

室

発

表

の

本

人

一

l
i
l
l
1
1
1
1
1
1
l
i
一
マ
申
し
込
み
で
き
る
方
一
(
土
曜
日
は
午
前
中
)
一
者
の
方
が
来
て
い
た
だ
き
た
い
。

学

F
L一
時

凶

器

開

一

作

文

@

ポ

ス

タ

j

一

子

供

の

ゴ

討

rf昨
日
十
時
時
時

什

W
什

什

什

口

外

H

H

U

一

こ

と

③

か

い

響

で

一

明

緩

に

書

く

一

一

一

J
字

毎

H

B

H

M
リ

H

P

宇
一
川
鍾
日

H

p

p

a

H

一
一
日
翻

E

十
字
局
日
一

十

一

組

組

@

こ

と

脅

住

所

(

棟

、

部

一

関

連

全

国

会

大

会

の

入

賞

者

一

了

一

田

入

日

L
U
F
f
-
r
L一

h

草
山
P
ト
h
い

ら
j

震

番

号

)

、

氏

名

、

電

話

番

号

を

一

一

一

zil--トト
ト
1
ト
上
[
十
い
ト
ト
ト
ト
ト
ト
レ
い
十
い
十
ど

句

;

U

7

1

:

@

?

は

が

き

の

表

に

明

記

す

る

こ

と

一

閣

議

会

で

は

、

爵

撃

さ

一

子

(

江

陽

中

3
5、
小
串
教
子
一
圏
一
名
高
閣
圏
圏
盟
諸
咽
盟
主
圏
園
盟
国
国
富
田
園
圏
官
闇
国
関
一

教
育
委
員
会
で
は
、
重
喜
一

3
句
ま
で
)
一
審
外
在
住
者
は
、
勤
務
委
享
一
そ
の
活
動
お
よ
び
国
際
理
解
色
合
一
喜

1
5、
事

あ

づ

さ

一

育

二

宵

宵

育

育

育

問

時

間

育

宵

干

Z
昨
日
育
問
育
育
宵
問
育
育
時
間
一

一
宣
言
の
重
と
一
普
及
一
・
短
歌
主
義
(
2首
ま

で

)

一

併

記

す

る

こ

と

一

響

力

の

必

毒

の

議

長

め

一

言

ケ

台

高
3
年

)

一

保

一

設

一

i
z日
却
下
保
一

i
詩
人

i
y
M同一

一

一

一

一

一

I
・
e

・
一
一

3

3

1

言
、
乞
さ
ヶ

E

H

一書

I
1
d
c
E
2
3
!
?
f
か

{

?

E

一一

一
ね
ら
い
尺
市

5
2ゐ一
・
川
柳
護
憲
(
自
由
章
一
マ
あ
て
先
干
以
平
塚
市
浅
間
町
一
る
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
コ
ン
マ
作
文
の
部
(
中
学
生
の
み
)
一
戸
一
一
田
田
賀
原
沢
ホ
白
骨
草
神
一
埠
町
石
三
内
ず
白
幡
町
引
車
村
土
ど
一

一
」
の
作
品
亭
募
集
し
て
い
る
。
一

3
匂

ま

で

)

一

9
1
1
平
警
教
育
委
員
会
主
主
主
実
施
し
て
い
る
。
一
・
葬
臼
義
人
(
江
楊
中
3
一
市
一
施
一
神
金
書
南
宮
花
弘
若
大
一
平
榔
明
白
あ
横
い
金
八
大
酔
中
高
富
み
一

通

一

詩

現

代

詩

(

1

轡

一

会

教

青

空

襲

五

七

四

)

一

こ

の

ほ

ど

、

昭

和

六

十

年

度

の

一

年

)

、

山

梨

奨

和

夫

ハ

任

中

3
一

一

一

企

立

一

i
i
i
J
E
l
l
i
-
-
i則
1
1
1
J

-
俳
勾
枯
野
、
手
袋
(
通
じ
て
一
マ
応
募
用
紙
裏
は
が
き
(
詩
一
一
全
国
大
会
、
実
会
が
開
か
れ
、
一
年
)
、
今
井
文
子
(
大
佐
中
3
一

j
h
H
Hハ
れ
れ
い
い
引
い
い
い
け
什
れ
れ
い
い
什
ハ
い
れ
れ
れ
け
し

1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i

一
入
賞
者
が
決
ま
っ
た
。
平
塚
支
部
豆
、
小
渡
部
環
恵
(
春
日
野
中
一
よ
び
西
ド
イ
ツ
・
バ
ー
テ
ン
ベ
ル
一
獲
が
隣
か
れ
る
。
一
来
年
始
の
一
休
館
首
と
な
る
。

悼集
'
7
2
A
為

抽

一

関

係

の

入

賞

者

は

次

の

と

お

り

。

一

3
年
)
、
重
な
ぎ
さ
{
春
日
野
一
テ
ン
ベ
ル
グ
の
語
、
産
業
、
文
一
マ
覇

2日
1
5日一
し
た
が
っ
て
一
月
受
け
付
け

閥
均
葬
品
査
車
A
a
y

一

〈

襲

略

〉

一

中

2
5

一

審

界

支

一

一

の

中

央

公

民

館

利

用

申

し

込

み

覇

軍

1
f
j
明

4

-

[

奏

会

一

・

佳

作

シ

ハ

ラ

ツ

・

ト

ン

パ

一

・

露

U512a一
年
末
年
始
の
休
銭
一
は
、
一
月
七
日
(
火
)
か
ら
受
一
け

一
マ
作
文
の
部
(
史
子
生
の
み
)
一
ッ
、
笠
井
弘
実
(
以
上
大
住
中
3
一
茶
し
い
子
供
蓄
量
一
真
公
民
館
は
、
十
二
月
一
一
十
一
付
け
る
。

時
略
コ
ン
ク

i
品
の
結
果
一
・
特
賞
(
安
達
峰
一
郎
記
念
館
一
年
)
、
豊
田
英
明
磯
村
さ
お
り
一
護
教
育
番
号
室
一
七
日
か

t境
問
医
i
l
l
i

覇

j

4
嘩
理
E
B

一
賞
)
白
井
純
人
〈
江
陽
中

3
一
(
以
上
春
日
野
中

2
5、
佐
藤
京
霊
し
た
子
供
た
ち
の
番
喜
一

2
2
4

司

什

什

什

什

什

什

叶

什

パ

パ

パ

当

時

一

一

一

一

自

主

一

臼

日

臼

臼

田

臼

臼

呂

田

臼

臼

呂

日

一

1
A
S
P

-

一

年

)

一

た

ま

み

(

金

旭

中

2
5

一
め
作
品
を
展
示
す
る
。
一
箱
一
山
凶
加
山
山
町
山
れ
れ
引
引
引
山
一

1

4

m
埋
も
の
で

2
2
7県
知

重

量

ぎ

言

語

一

委

員

義

(

在

中

3
一

h
R可
y
一

3
2つ業
費
震
}
一
臼
一
日

1
3
1
3日
日
目
一
削
除

れ
わ
け
ω日
刊

誌

一

時

下

手

一

1Fizz一?
抱

一

一

一

J

一

一

足

立

日

一

物

一

UIt--一誌

か

れ

た

一

五

(

小

田

原

市

)

一

中

2
5

一

Q
L曲
一

一

平

警

官

選

一

ん

一

目

別

問

問

問

問

m
Z諮
問

問

一

時

デ

こ
れ
は
、
平
塚
で
生
産
さ
れ
て
一
五
重
賞
「
し
お
が
ま
」
警
一
[
泉
大
会
一

/
!
1
1

一
平
駅
前
の
観
光
に
つ
い
て
重
一
ぞ
日
凶
川
凶
同
凶
同
凶
同
ロ
ー
口
三
一
議

M

い
る
農
水
産
物
を
素
材
と
し
、
そ
一
望
書
揺
さ
一
マ
ポ
ス
タ
ー
の
部
一
岳
民
フ
ラ
ザ
や
さ
一
一
一
一
土
パ
ネ
ル
で
理
郷
土
誌
や
章
一
去
っ

i
l
i
d
-
-
l
l
J
這え

の

特

長

を

生

か

し

た

お

い

し

い

一

マ

務

工

会

議

雲

霊

平

塚

浜

で

佳

作

お

の

せ

ち

え

一

(

京

1

一

[

塁

主

義

援

事

事

ル

一

な

ど

の

展

一

童

謡

き

っ

。

一

ぁ

一

出

枯

渇

一

宮

判

記
の
ち
の
食
品
加
工
品
喜
一
ご
は
ん
」
三
枝
花
子
(
河
内
)
一
年
)
、
宍
戸
護
憲

3
5、一
i
プ

選

一

・

富

1

2
日
5
1月
百

一

噛

一

;
-
L糊
刊

一

訪

問

ろ
う
と
い
う
も
の
o

審
査
の
結
巣
一
マ
平
塚
市
中
央
農
協
組
合
長
第
一
藤
井
康
之
(
金
回
小
3
年
)
、
千
了
期
同
ロ
月
幻
自
ま
で
一
一
議
日
一
枚
強
枝
被
苧
滞
濁
寺
綿
一
J

締
結
綿
一
回
日
」
ゴ

は
、
次
の
と
お
り
。
〈
敬
称
号
一
「
い
も
ょ
う
か
ん
」
ど
ん
ぐ
り
会
一
意
憲
(
山
下
小

8
8、
村
田
一
{
第
4
路

震

莱

恵

一

市

民

が

土

フ

リ

!

一

留

一

足

立

弘

7
誌

立

問

一

隅

時

抗

元

自

ド

震

源

ふ

さ

子

市

一

目

立

問

許

可

)

品

目

一

ア

持

辻

塊

日

付

一

で

d
m酔軒
巨

一

鰍

一

品

…

z
tム官一一一間…明

-会場図警察賠3階ホーJレ
・内容大きい紙芝居(こぶた由マーチほか

2本}、映画{ベつかんこ鬼活か 1本)

・出横右手和子と劇団ひょうし宮

・対車市内世住由幼児、小学校留学年

・申し込み 12月20日〈金)までに、富司書輯

こども案へ車接申し込む。定員160人。

女こども峡E盟会
由 1月四日(日) 10時、 H時 ・3階ホール

「キャンヂィ、キャンディJアニメ27分
「いたちのこもりうたJアニメ四分
「くまの予ジャッキーj アニメ27卦

会敏E罰金
1 !'l19El (El) 10時、 14時・ 3階ホル
「男はつらいよ・寅次郎ハイピスカス由花」

カラ-1時間42分出揮は、握葉清、鵠丘

ルリ子、江藤潤。

す新潜16ミリ峡E富フィJvム
ご利用は、図曹館視聴覚ライブラリーへ。

墨田動ぎを調べるは9，封、梅田野生動物

(30分〉、中山道 (28分)、たのしいきゅうし

よくは針目、お母さんむ卵蝿き (217到、可

費いコアラ (18夕刊、蔀まんまり歌(3{)歩合)、

60・70花ならつほみ (2師会)揖か

食体甜自揮週月曜日、 12月28日-1月 4

日、 1月15日

食態調容量宮

期に押られな回講を展示している。

・期間 1月30日〈木〉まで

ヨ母体輯自 揮週月曜日、 12月28日-1月 4

目、 1月15日

合博物鯖 〒副理問町12-41君雷雲茜33-5111

会子供クリスマス大会
人形劇やゲーム、パネルシアターで遊ぶ棄

しいつどい。(入場自由〉

・日時 12月22(日) 13時-16時

・対象小学生とそ田親

会茶著書に親しむ教室

「ギルパート由日本探訪J(英文)を読む0
・日程 1月 8日-3月26日 毎週水曜日

(全日部)

・時間 19時-21時

会告然観察会{滋豊富)

土麗自口 ム層を観実装する。(雨天中止〉

・日時 1月12日〈日) 9時-16時

-場所平理市土産付近

・申し込み 12月26日までに往檀はがきで。

多数白ときは、抽せんで30人。

食特車IJ疲れ雪86/¥レー奪星農j

ハレ一審l!['こ関する資料を麗訴し亡いる。

・期間 1月四日〈呂)まで

・場所博物轄特別損示室

会ハレー禁星観室霊会

書加窓由。くもり空や雨天のときは中止。

・日時 2丹江田(土) 17時30分~四時

カプラネタリウムのテーマ

・12月 ハレー器産接近

・1丹 ハレー茸星はなぜ来た
社お、こと、日曜日の投野田ほか、 12月25日

と12月26日目H時から、臨時投幾多を行うn

す寄贈ぷコーナー
f窃E襲{うちわ)絵j

高瀬コレクシ沼ン申うち、明治末から大正

瀬沼茂樹

筑塵望書房

中村rr女
五木寛之

篠飯有笥男

福本来哲也
you 

アン・萌喜多

ムツゴロウの人間接行 畑正憲

人間みなチョボチヨボや小田実

中関少年の見た日本軍 林懐秋編

女ひとりで暮らすニューヨーク

中尾道

シェークスピアは欺しの天才

問中重弘

早乙女勝元

野口主主彦

大井浩二

山崎繋

フロンティアのゆくえ

万葉集君主遥

家庭・生活
お嫁さんのゆかいな失敗大全集

西川勢津子

紳士遠のマネーゲム 川崎ー康

書に殺しむ 小松茂英

アルコール長寿法 邸中潔

軽井沢うまいもの暮らし 玉村登男

総明な女性(オンナ)は商売上手

岡橋葉子

社会科学・その他
坂本龍罵グラフィティー

新人物往来社編

かしごいお金のふやし方井と隆司

これからどうなる?女と男

南博編

羽仁進の!I1i.家族議 羽仁進

六本木高感度ビジネス 桑原才介

コツのわかる本 コ ア

日本古代の皇太子 荒木敏夫

第二の人生 萩尾霊童

スタミナ・ピラミッド 穎'11秀香
人生はセルフ・コントロール

ウィリアム・グラッサー

ストレス社会の楽天主義者

小野浩三

安全な土地の選び方 今村遼平

心を打つ/五分間スピチ

主捕と生活字上編

潟計央コンプレックス

車で行ける名湯・秘湯

JAF出版社
部下育成マニュアル

小説倒文学
大工E文学史

宮沢望者治の世界

四季の銘菓ごよみ

専のひまわり

ニューヨークの次郎長

新・大阪極道戦争

親子で乾杯.1F 0 r 

波

山そろえてあります。

ぼくの生活夢日記

合クリスマスこどものつどい
・日時 12月21日{土) 14時-15時30分



日!?ii!? 
1iitii;実
占更暴4畠

曹九ぐミ1

輔対車 2揖 6か月までo乳幼児
盟会場平埋保髄所

輔日韓 2月 6日、 20日

臨時間午前9時-10時四分

輯申し込み 電話で平埋保韓所 (32

0130) へ予約する。できるだけ先

に乳幼児描科教室の受講を。

紀
初
め
に
は
2
傍
に
な
る
と

予
怨
さ
れ
て
い
る
。

L

こ
れ
は
、
日
本
人
の
食
生
…

活
の
欧
米
化
に
よ
る
と
考
え
一

ら
れ
て
い
る
。
世
界
的
に
み
い

て
も
、
肉
食
、
特
に
紹
紡
摂
…

取
量
と
大
一
腸
が
ん
死
亡
事
と
…

は
、
明
ら
か
な
関
係
が
認
め
…

ら
れ
て
い
る
。
高
脂
肪
食
・

い
低
繊
維
食
が
主
な
危
険
因
子

と
さ
れ
、
欧
米
で
は
、
近
ご
ト

ろ
臼
本
食
ア
ー
ム
で
あ
る
と
…

い
う
。
こ
の
際
、
私
た
ち
も
市

大
腸
が
ん

自
本
食
の
良
さ
を
見
直
す
ベ
…

大
腸
が
ん
は
、
欧
米
に
比
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ト

ベ
て
日
本
で
は
半
分
以
下
と
大
腸
が
ん
の
症
状
は
、
主
い

い
少
な
く
、
一
般
に
は
比
較
的
に
下
血
・
便
通
異
常
(
下
…

な
じ
み
が
薄
い
。
し
か
し
、
痢
-
便
秘
了
腹
痛
な
ど
で
J

L

腎
が
ん
が
減
少
傾
向
に
あ
る
あ
る
が
、
が
ん
の
場
所
に
よ
山

年
末
、
年
始
に
急
病
に
な
っ
た
之
の
に
、
大
腸
が
ん
は
急
迷
に
っ
て
一
呉
な
る
の
で
、
素
人
判
ト

と
き
は
、
休
E
急
患
診
療
所
へ
直
一
一
増
え
て
お
り
、
今
世
紀
中
に
断
を
し
な
い
で
、
医
姉
の
診
i

生

生

生

一

生

一

葉

所

さ

れ

る

か

、

霊

長

会

一

一

胃

が

ん

に

追

い

つ

き

、

主

警

受

け

る

べ

き

で

あ

る

。

…

事

担

丁

目

扶

許

認

軒

「

平

塚

市

中

長

l

二
十
yuiri--配下iiilji

池
田
間
仕
旧
一
検
診
を
行
う
。
こ
の
一
機
会
に
受
診
一
マ
笑
施
時
期

2
月
一
(
春
日
野
中
学
校
北
側
)
一
(
市
民
病
院
は
除
く
)
に
之
相
談
一
健
康
を
縫
か
め
て
い
る
。

月

前

回

目

別

一

し

、

自

分

の

健

康

を

確

か

め

よ

一

マ

料

金

一

守

電

話

M
l
O一
ニ
一
一
一
の
う
え
、
毎
年
、
自
分
の
誕
生
河
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
健
康
調

利

目

的

期

制

引

で

つ

。

一

会

が

ん

検

診

五

富

山

一

マ

受

付

時

間

同

一

に

必

ず

受

け

る

よ

う

に

し

よ

う

。

γ
(内
線
二
五
九
)
へ
。

刻

印

印

曲

州

日

目

古

川

象

(

需

産

の

さ

で

子

宮

が

ん

喜

四

百

円

一

・

午

前

9
詰
守
口
待
券
一
マ
検
診
内
容
、
ω臓
病
や
循
環
器
一
マ

i
ク
の
い
ろ
い
ろ

月
日
日
日

6
日
日
て
脅
が
ん
検
診
刊
歳
以
上
の
男
一
・
乳
が
ん
検
診
六
百
円
一
・
午
後

1
時
お
分
1
4待
初
分
一
の
病
気
な
ど
、
成
人
病
の
早
鍛
発
一

W

H

叩
苫
Z

E

V

申
し
込
み
宮
製
は
が
き
か
抱
一
・
夜
間
午
後
7
時
i
M待
望
一
異
早
期
治
療
を
白
的
と
し
た
理
一
寸
l
H

ハ
4

I
l
i
:
{
L
J
一
・
子
宮
が
ん
築
関
検
彰
初
歳
以
一
定
申
し
込
み
警
で
健
福
袋
一
へ
。
一
昼
間
の
診
療
科
目
は
、
小
児
一
学
的
検
査
、
検
尿
、
血
圧
測
定
な
一
本
山
イ
シ
υ

一

引

一

上

の

空

で

基

は

が

き

の

場

合

は

、

希

望

一

科

、

内

科

、

外

科

、

裏

で

、

耳

一

ど

。

必

要

望

に

は

、

要

望

一

一

fFfヰ
一

部

)

で

乳

が

ん

検

診

お

歳

以

上

員

一

検

診

名

、

葉

氏

名

義

一

君

、

線

科

書

露

を

紹

介

す

き

っ

。

一

一

五

兵

一

一

三

一

i

l

i

l

i

-

-

:

:

一
電
話
毒
薬
入
の
う
え
、
一
五
五
。
ま
た
、
夜
間
は
、
小
児
三
マ
料
金
無
料
一

l
l
l

立

一

つ

i
i
iゴ
一

平

塚

富

町

9

1

平
塚
市
一
内
科
、
外
科
書
う
。
一
受
診
の
擦
は
、
保
豊
島
参
消
火
器
の
警
合
格
マ
i
ク

一
時
ぷ
一
一
織
す
肌
一
一
議
健
康
諜
健
康
づ
く
り
係
へ
。
一
な
お
、
診
療
を
受
け
る
場
合
一
す
る
。
ま
た
、
健
康
子
雪
喜
一
白
書
護
軍
事
、
消
火

z
z一
一
糊
沼
相
日
一
一
・
指
定
申
し
込
み
蓄
は
、
市
役
官
、
鍵
襲
撃
寺
忘
れ
ず
に
。
一
ち
の
方
は
、
震
議
も
お
忘
れ
一
奨
警
報
器
等
の
消
防
護
に
つ

即

時

一

一

宮

ゐ

一

一

一

辺

諸

問

幹

部

一

組

歳

以

上

対

象

一

ぷ

十

喜

一

千

四

し

刊

行

川

市

警

性

能

を

保

証

す

五

一

一

一

広

明

尚

喜

一

一

語

日

日

け

は

し

な

一

一

般

健

康

診

査

一

官

一

一

鐙

遜

山

一

一

し

一

自

分

の

健

襲

態

を

自

分

て

督

一

課

吻

一

保

晴

崎

一

一

マ

申

し

込

み

震

1
2旦
理
し
て
も
ら
う
た
め
、
空
歳
以
一
昨
月

[

い

い

し

…

(

金

)

一

去

を

著

書

の

一

般

一

昨

問

一
な
お
、
今
回
は
先
着
績
で
腎
が
一
健
康
診
査
を
申
丹
施
し
て
い
る
。
一
信
制

一
単
場
、
よ

i員
暴

露

に

は

、

決

ま

っ

て

い

る

お

も

雲

の

ガ

ス

霊

翼

手

、

ベ

ビ

よ

フ

一

肱

川

V
8岬
曜

日

で

、

と

了

承

莞

ツ

ク

、

藤

(

と

う

)

い

す

、

宍

汀

器

一

時

一

引

/

河

期

轟

ヨ

ネ

唇

翠

襲

普

通

っ

て

く

だ

さ

い

・

3
3
4
妻

子

一

道

子

r
J
緩
慢
口
市
役
所
地
域
づ
く
り
課
市
民
生
活
保
衣
頼
、

?
6龍
男
子
衣
類
、
整
理
タ
五
日
ニ

1

(

内
棉
二
四
四
)
ヘ
ン
ス
、
洋
服
ダ
ン
ス
、
事
務
机
、
本
一
詑
止
が

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ
マ
輯
り
ま
す
・
新
生
児
用
衣
類
、
マ
タ
棚
、

2
段
ベ
ッ
ド
、
食
器
斗
戸
棚
、
電
気
一
制
化
性

た
だ
し
、
ニ
テ
イ
j

ド
レ
ス
、
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ツ
益
器
、
ぶ
ら
さ
が
り
器
量
オ
ル
一
主
肝

ド
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
、
都
市
ガ
ン
、
子
供
用
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
一
ノ
一
日

申
し
込
み
は
1
月
幻
自
ま
で

瞳輔 1期…き翻受ける
・対象 2嵩 (24か月)から 4揖

(48か月)までの幼児。なお、接種

間摘は 2間、 3屈とも 3週間から 8

週間。

盟鮪2期 1感畳ける

・対象車 1期目 3回目が終わって

から 1年以上 1革 6か月以内自期間

に費ける。なお、第2期を早めに畳
けて、第2期もなるべく早く 4麓ま

でに終了するようにしていただきた

し、。

輔;生意 1年以内にケイレン持作の
あった人は受けられない。

【1Jll 
22自 中原公民館、金自公民館、

液岡崎公民舘

23日 神田公民龍、涙金田公民館、

淡域島公民館

24日時瞳センター

主治医の許可を得てから参加を。

盟前期(妊雛6か月までの方)

1月 6日、 13日

瞳桂期(妊艦 8か月以降の方)

1 F.l20日、 27日
韓時間午後 Z時305テ-4時

盟企場保檀センター (34~031l)

盟申し込み 当日直接金場へ。

輔母子瞳鹿手帳、筆記用具、スラッ

クス、さらし、載鑓道具を持善。

250円

217円

160P'J 

238円

190P1 
190円

34lfヱ3

149円

199円

264円

208P1 

165円

234円

177円

156円

339円

153円

194円

4，898円

1，305円

しょう?箇 1~，~ノてツク

トイレット!ベ パー )60m4個入

臨南l 潤100g

鶏 卵 IMI0個入
まあじ|丸100g

じゃがいも lkg

みそ lkg

食パン 1斤

マーガリン 225g入

プロパン 10m'

灯 油 I18'1"配達

ーよ海ー裏書州一樹皇ーウルムチ-~t;京一

間 61年 4月27日〈悶)
-5月 6段(火〉

事加費用 488，000円

募集人員 30名

機 筋府川亀男氏

申し込み問い合わせ

市民センター電話32-2235

74歳以上の方に、はり、きゅう、あん

ま、マッサージ、指圧の助成を行ってい

る。

。受療券の交付
明治 44年 5月 31臼以前に生まれたガは 6枚。

税措 44年 6月 1尽から 45年 3月までに生まれ

た方は、 74栽になった月から 2か月に l枚の

競合で交付する。ただし、 74歳の期間につい

ては、ご本人の市民税所得額j額が課税されてい

るガは、対象外。

0自己負怨綴 1枚につ吉 600円
。申し込み 印鑑および健康手帳または健康保

検証を持番のうえ、福在上総務課(内縛 219)

'̂。

其語



マ
募
集
期
間

1
月
四
日

t
2月
7

日マ
課
梶
本
科
、
専
修
科
、
経
営
薪

静
問
吋
膳
実
科

ヤ
顕
書
提
出
先
県
立
農
業
大
学
校

(
海
老
名
市
和
久
樺
・
電
話
O
四
六

一一

l
油
1
五
『
一
七
四
)

問
い
合
わ
せ
は
、
市
農
産
課
常
農

指
導
部
(
内
綿
五
回
開
)
へ
。

向
原
町
内
会
と
策

町
内
会
の
境
に
、
下

回
排
水
絡
が
あ
り
ま
す
が
、
町

の
中
を
汚
水
が
流
れ
て
い
る
の

は
、
い
か
に
も
場
末
の
よ
う
な

感
じ
が
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
排
水
路
を
鰭
き
ょ

に
し
て
、
そ
の
上
を
花
壇
に
す

る
と
か
、
人
が
遜
れ
る
よ
う
に

す
れ
ば
、
町
mv奨
化
の
う
え
か

ら
も
好
ま
し
い
と
患
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

ゑ
同
期
蕊
品
調
七

8

1
3
5「W

下
回
排
水
路
は

一
壮
一
リ
中
原
、
南
原
地
区

で
も
低
地
部
に
あ
る
た
め
、
沿

線
園
周
辺
の
橋
本
が
流
入
し
、
強

雨
時
に
は
、
過
去
一
再
一
一
一
、
道
路

冠
水
や
床
下
浸
水
の
被
警
が
発

生
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
被
盟
習
を

解
消
す
る
た
め
、
昭
和
五
十
八

年
度
に
巨
額
な
選
設
費
を
投
じ
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

て
中
原
潟
水
幹
線
を
轄
緩
し
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
地
域

は
地
形
約
に
一
番
低
い
た
め
、

で
し
こ
小
学
校
校
庭

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、
工
業

統
計
詩
査
が
行
わ
れ
る
。

対
象
と
な
る
の
は
製
造
業
で
、
従

業
員
四
人
以
上
の
事
業
所
に
は
、
あ

わ
ぜ
て
石
油
等
消
費
捕
造
統
計
調
査

を
お
顕
い
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
市
総
務
課
統
針

調
査
部
(
内
綿
一
二
四
八
)
へ
。

法
務
局
の
登
記
事
務
は
、
日
丹
羽

目
(
土
)
ま
で
取
り
扱
う
。

し
か
し
、
信
末
は
登
記
事
務
が
急

融
に
増
加
し
、
相
当
混
雑
が
予
想
さ

れ
る
。
登
詫
申
請
、
登
記
揮
む
謄
本

時
的
に
濁
水
が
集
中
し
て
計

街
以
上
に
闘
が
多
く
繰
っ
た
場

合
に
は
、
道
路
が
冠
水
す
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。

と
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
非

常
時
に
は
多
量
の
雨
水
を
速
や

か
に
下
潟
排
氷
路
へ
流
入
で
き

る
よ
う
、
開
聞
き
ょ
構
造
に
し
て

お
く
こ
と
が
、
最
+
法
主
会
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
昭
霜
六
十
一
一
一
年
度
ま

で
に
は
、
沿
線
の
公
共
下
水
退

等
由
請
求
は
、
右
半
自
に
。

・
横
戸
田
地
方
法
務
局
平
塚
出
張
所

(
電
話
器

l
六
五
五
七
)

こ
の
ほ
ど
住
宅
金
融
公
躍
法
が
改

正
さ
れ
、
特
別
割
増
融
資
制
度
が
設

け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
田

年
度
第
3
囲
個
人
向
け
融
資
む
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
。
期
限

は
、
四
月
四
日
(
金
)
ま
て
。

問
い
合
わ
せ
は
、
住
宅
金
融
公
鹿

取
扱
金
融
機
関
へ
。

車
場
智
生
金
融
公
庫
で
は
、
飲

食
、
理
容
等
理
境
構
生
間
部
営
業
の

近
代
化
を
図
る
た
め
に
必
要
な
設
輔

が
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
完

了
す
る
と
塞
庭
の
雑
排
水
は
流

れ
込
ま
ず
、
完
査
な
雨
水
排
水

路
と
な
り
、
汚
物
の
混
入
、
臭

気
等
の
不
快
は
解
消
で
き
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
問
は
、
適
時
吋
し

ゅ
ん
せ
つ
を
行
い
、
環
境
整
備

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
皆

S
ん

も
、
排
水
路
に
ご
み
等
を
投
げ

捨
て
な
い
よ
う
、
ご
協
力
者
お

願
い
し
ま
す
。
〈
下
水
滋
懇

資
金
を
、
低
利
で
融
資
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
む
金
扇

機
関
へ
。

もうすぐきれいなj刊になる下腿排水路

一
万
九
百
三
十
円
、
建
真
協
同
組
合

平
理
支
部
二
万
五
千
九
百
六
十

円
、
再
転
車
商
協
向
組
合
第
{
第
二

支
部
六
千
古
六
十
円
、
平
埠
左
官

組
合
四
千
六
百
円
、
瀬
隅
中
央
広

告
莞
楠
協
会
二
万
一
千
六
百
円
、

平
嘩
重
装
看
板
組
合
二
万
一
千
二

百
六
十
円
、
紳
士
、
婦
人
、
子
世
股

縫
製
工
業
組
合
二
万
二
千
六
否
六

十
五
円
、
つ
く
し
看
護
捕
ま
政
婦
紹

介
所
一
万
円
、
平
塀
青
色
申
告
会

〈
敬
称
略
〉
平
場
支
部
婦
人
会
二
万
五
千
五
百

7
社
章
構
祉
護
金
へ
・
平
闇
市
国
時
六
十
円
、
山
崎
勇
次
回
百
円
、
平

帯
同
年
の
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
壇
市
民
生
児
牽
委
員
総
務
会
二
千

(
平
塚
市
青
年
面
協
議
会
、
平
塚
市
七
百
五
十
円
、
ゆ
り
か
ご
一
万
五

青
年
教
室
、
平
塚
市
母
親
ク
ラ
ブ
連
千
四
百
五
十
円
、
背
柳
華
宰
'
小
橋

縮
会
、
平
塚
市
社
会
環
壇
静
化
員
連
玲
子
三
千
円
、
湘
央
建
設
組
合

絡
協
議
会
、
平
理
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
1

八
万
六
百
五
十
円
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル

ダ
!
ズ
ク
ラ
ブ
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
フ
レ
;
ト
平
単
一
万
一
千
七
百
一
一
一
十
一

ン
ズ
、
湘
南
Z
Y
Y
)

一
万
九
千
円
、
故
小
林
英
代
・
子
棋
一
同
代
表

四
百
五
十
円
、
山
崎
智
志
四
千
十
小
林
政
巻
三
十
万
円
、
岸
ユ
キ

一
一
一
円
、
寺
田
鹿
子
三
千
四
百
七
十
一
ニ
千
二
官
三
十
六
円
、
片
榔
リ
イ

円
、
林
唯
雄
四
千
九
百
五
寸
二
三
千
円
、
つ
も
る
金
寝
台
五
千

円
、
市
控
訴
ロ
人
会
五
百
円
、
明
円
、
平
揮
抽
出
輪
場
二
特
投
票
所
一
周

自
の
輯
の
た
め
の
学
級
四
千
二
百
九
千
三
百
五
十
円
、
帯
構
亀
次

五
十
円
、
平
壇
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
四
千
三
百
八
十
円
、
リ
フ
ォ
ー
ム
か

フ
一
万
円
、
福
祉
大
会
募
金
箱
た
つ
む
り
四
万
円
、
平
揮
西
工
業

六
千
八
百
九
十
円
、
平
嘩
ラ
イ
オ
ン
控
荷
高
等
学
校
生
徒
会
八
千
百
十

ズ
ク
ラ
ブ
一
万
円
、
菅
間
金
一
一
一
円
、
神
奈
川
県
中
舟
印
章
業
組
合

十
万
円
、
土
沢
地
夜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
問
戸
靖
夫
万
円
、
(
社
)

協
議
会
二
十
一
万
一
千
七
百
二
十
神
奈
川
県
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
会
湘
南

二
円
、
若
林
か
ほ
る
百
万
円
、
平
支
部
平
中
部
会
四
万
九
百
四
十
一

理
市
母
親
ク
ラ
ブ
連
結
合
一
一
一
万
円
、
平
理
市
閣
議
協
会
花
ぎ
部
会

円、

J
K
C半
壊
愛
犬
ク
ラ
ブ
金
子
五
万
四
千
七
十
円
、
産
業
ま
つ
り
み

一
一
一
万
四
千
二
百
ハ
十
七
円
、
中
村
伝
つ
け
市
出
底
者
一
間
二
万
六
千
四

五
郎
一
千
円
、
高
本
医
院
八
千
百
円

三
百
九
十
一
円
、
花
水
地
区
南
部
員
守
社
全
議
祉
へ
・
磯
崎
輝
夫
ニ
チ

寿
会
六
千
二
百
八
十
九
円
、
市
民
間

セ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
?
教
室
八
千
マ
窓
ま
れ
な
い
泥
(
方
)
へ
・
成
田

四
百
円
、
相
撲
議
の
市
寒
行
醤
員
会
昇
}
万
円

一
万
円
、
県
中
央
印
輩
業
組
合
守
交
通
滋
児
へ
・
平
野
陽
治
一
万

六
百
円
、
湘
央
表
具
内
装
協
会
三
円
、
平
壇
一
輪
車
協
会
五
万
円
、

千
八
苦
十
円
、
ク
リ
?
ニ
ン
グ
環
境
合
睦
神
輿
連
合
会
二
万
円
、
構
内

諾
生
同
業
組
合
平
埠
支
部
一
千
二
ふ
れ
あ
い
虫
ま
つ
り
八
万
八
千
八
否

百
五
十
円
、
平
揮
建
築
援
護
合
八
十
八
円

県動物保謹センターでは、捨て犬、捨てね

こによるのら犬、のらねこの増力gと、犬、ね

こによる危害を間ぐため、今回もどた四日程で

いらなくなった犬、ねこの巡回収容を行う。

期呂、犬を出される方は「印鑑Jr犬四鑑
札jr注射揖票jr霊犬手帳j を持書むうえ会
場へお出ヵ、けをロなお、収容室経由博留時間は

10分間。また、ねこは麻鐘カ、ダンボール痛に

入れていただきたい。

1 J守口沼 {ニ主)
9 : 00 松原公民館 10: 30 中原公民賠

9 : 20 項賀公民舘 10: 55 組公民賠

9 : 40 花水公民輯 11 : 15 吉沢公民鱒

10: 00 富士見公民輯

上ー関本・ノトオミの諸家も、元はこ

こに居住レていられたと伝える。

金自川に架した水神橋町少し川

と、同)11右岸塘防に石のお宮と捷

申(こうしん)棋養塔が震かれ、

碑にはどたの文字が知jまれている。

泥棒四辛末天一十 月九日

事選立高申供養為二世安楽

相品大住郡入野村施主原口左

諾門・井上四郎兵簡・関口豊右

門・小木楚右門

との2石造物は、元、金祖中近

く、三三本松と言って、 3>ドの大松

や推(しむ、)の大木に圏まれた中

。こ費量霊され、お宮は山王社で、こ

の集落の鎮守であった。 1691年

造立のこの捷申供聾碑は、市内で

は古いものり一つである。二世安

葉の為にと記すのも捨らしい。

消輔、ないしは入車揖少を起こ

した集落は、いずれも水害に堪え

きれず地地に移住した為である。

住宅や施設建設の技は、近東ζ

れら住み捨てた所にも押し寄せ、

別名~土平理の綿と共に、完全な

2l"Jを静成しようとしている。
ζ由経過は、歴史的にも地理的

にもまことに興味揮い。

液おたずねは市史輔さん部{留軍務

31-0429)へ(文費臼井弘)

平理市中央イ昌部の西部は、金目

lilのきれいなホが、水田に直接入

るよう、うまく配分されているこ

とや、排水の良いことヵ、ら、県下

有数の良質米の摩地であった。

ここに、消誠ないしはわずかに

残っていた所を加えると、抵沼南

北に 2到の村落が存在していた。

そり つは、離島村・入野甑島

(し、のいいじまい員持入部・樽

{まとい)村・樟延村の綿。もう

つは、別名(ベつみよう・長崎

村内ト賀子橋〈すのとほし・豊

田本郷村内)・北大縄村・寺田縄

村蜘入野本村包長持村・南1京村の

小字自屋敷・上平嘩の綿である。

このうち、消滅ないしはわずか

に揖った所は、入野髄島岳民持入

部吉置敷である。

長持入部に読のあったことは、

すでに述べた。南原の古崖敷は、

南原の西端偲地で、地名が訴すよ

うに、ここに何軒かの京があった

が、いつのころからカ¥東方砂丘

地に移ったのだという。

入野甑島は、入野匂うちの金包

川右岸の地で、ここに、現在まで

暗られたのは原金太郎家だけであ

るが、関東大盟主直接、入野本村

に帯られた同苗一郎家自揺か、井

> 77 < 
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育
て
る
仕
事
は
お
母
さ
ん
に
ま
か

せ
て
あ
る
の
に
、
問
題
の
あ
る
子

に
育
て
て
し
ま
っ
た
の
は
お
母
さ

ん
が
い
け
な
い
と
、

A
さ
ん
を
責

め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
デ
仲
間
を
育

て
ら
れ
な
い
の
は
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
し
つ
け
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う

と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
を
も
批
難
し
ま
し
た
。

相
識
に
み
え
た
お
母
さ
ん
と
子

A
さ
ん
は
、
夫
と
親
の
間
に
は

棋
の
問
題
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
さ
ま
れ
、
時
に
は
家
を
省
み
な
い

る
時
、
こ
ん
な
ヂ
に
育
っ
た
の
は
先
に
不
満
を
感
じ
、
時
に
は
子
棋

だ
れ
の
せ
い
か
と
い
一
つ
話
に
な
る
た
ち
を
う
ま
く
育
て
ら
れ
な
か
っ

場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
子
た
自
分
に
、
い
ら
た
ち
を
覚
え
ま

供
白
問
題
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
自
気
持
ち

さ
ん
が
古
都
い
と
簡
単
に
結
論
を
宇
を
…
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

せ
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
な
い
の
で
、

A
さ
ん
の
心
は
い
つ

A
さ
ん
は
、

3
人
の
子
世
田
躍
も
だ
れ
の
せ
い
か
と
い
う
こ
と
記

親
で
す
。
中
宇
生
の
畏
」
一
円
二
』
本
咋
こ
だ
わ
り
を
持
ち
続
け

女
白
童
書
で
相
談

4
/表
制

ま

し

た

。

に
み
え
ま
し
た
。

A
さ
顎
苦
九
戸
一

4
1国

A
さ
ん
は
、
そ
れ
か

ん
り
話
を
詳
し
く
聞
か
一
一
一
夜
一
高
け
ら
向
田
か
研
究
所
に
か

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
う
子
仁
匂
六
一
ヴ
ゴ
ザ
よ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

ち
に
、
外
の
子
世
た
ち
排
世
プ
A
J
fレ
長
女
の
畳
校
拒
函
も
、

も
そ
れ
ぞ
れ
問
揺
を
起
士
1
4
J
J

二
a
F

外
由
子
世
た
ち
の
問
題

こ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
行
動
も
解
決
で
き
な
い
ま
ま
で
い

た
。
同
居
し
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ま
す
。

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
子
世
た
軍
躍
が
集
ま
っ
て
、
一
つ
自
家

ち
が
こ
う
な
る
の
は
、
聾
唖
遍
く
躍
が
で
き
i

ま
す
。
そ
の
中
で
の
子

借
っ
て
く
る
お
父
さ
ん
の
せ
い
だ
世
の
問
題
は
、
そ
の
子
に
か
か
わ

と
、
お
父
さ
ん
に
対
し
て
離
し
い
っ
た
家
臨
全
員
自
問
題
と
し
て
、

言
璃
で
資
め
ま
し
た
ロ
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な

一
方
、
お
父
さ
ん
は
、
子
棋
を
い
で
し
ょ
う
か
9

、 伝与-

V71〈与を 1
;ミ 定れ和、で時:::
て~ ~ 

;分- " 

く〉巡郎関空霊/12月 18自体) 9時四分~
五韻ヶ台高校/12月 24日(火)10時 -15時

駅北口(東海大学ロ ターアクトクラブ)/1月

4 B (土) 10時 ---15時駅北口/1月 7日

(火) 10時 -15時駅北口/1月 9臼(木) 10 

時 --15時市役所/1月四日(金) 10時 -15

時駅南口(農協ピル前)

一毅泌ご協力ありがとうございましたー

平塀しらさぎライオンズクラブ 114人、東揮大

字 382人、小松電子金高 88人、八構公民館 29

人、平壊なでしこライオンズグラフ 191入、平理

農業高校 117人、高浜高校 231入、駅北口出

入、平壇宮学校 33人目

朝夕白犬の散曹は、犬の韓鹿のために必要

なことだが、国るのは円犬のフンゃを放置す

ること。 j晴生J乙よくないことはもちろんのこ

と喝地人にたいへん迷惑になる。‘犬のフンや

は、嗣い主の責任において土に理めるなど

的米しよう。なお、道路間帯には入れないこ

と。
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